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～八戸学院大学短期大学部～

　昭和46年に開学した八

戸短期大学（現：八戸学

院大学短期大学部）は、こ

れまで7,038名の卒業生が

巣立ち、社会で活躍してい

ます。開学直後に植えられ

た桜の木は立派に成長し、

毎年見事な花を咲かせて

います。



平成 29 年度辞令交付式にて［4/3］
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建学の精神
「神を敬し、人を愛する」
カトリックの精神に則る道徳教育を施
し、高尚なる人格の完成を期し、現代社
会が要請する有為の人材を育成するこ
とをもって目的とする。  （寄付行為 第３条）

●八戸学院大学
　TEL 0178-25-2711

●八戸学院大学短期大学部
　TEL 0178-25-4411

●八戸学院大学・八戸学院大学短気大学部
　地域連携研究センター
　TEL 0178-25-2789

●八戸学院大学・八戸学院大学短気大学部
　図書館
　TEL 0178-30-1695

●八戸学院光星高等学校
　TEL 0178-33-4151

●八戸学院光星高等学校専攻科
　TEL 0178-25-6322

●八戸学院野辺地西高等学校
　TEL 0175-64-4166

●八戸学院幼稚園
　TEL 0178-34-5765

●聖アンナ幼稚園
　TEL 0178-45-3670

●第二しののめ幼稚園
　TEL 0178-25-2488

http://kosei.hachinohe-u.ac.jp/

表紙
聖アンナ幼稚園の園児たち、みんなで
作った鯉のぼりを囲んで記念撮影。
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平成 29 年度の始まりにあたり

新任紹介

八戸学院NEWS

イベント情報

図書空間

理事長散策

元気に育て大空をおよぐ…
　５月といえば端午の節句。聖アンナ幼稚園でも玄関に兜飾りを設え、子供

たちとこいのぼりを作りました。こいのぼりの制作では、丸い形の画用紙に、ク

レヨンで色を塗ってうろこを作りました。それぞれが思い思いに色を塗ってい

きます。いろいろな色を使いカラフルに仕上げる子、一色を丁寧に塗っていく

子…。中には、水玉模様や渦巻き模様、チェック柄など個性が光るうろこがた

くさん出来上がりました！完成したこいのぼりは園内に飾られ、自分の描いたう

ろこを探しながら、「すごーい！」「とってもきれいだね。」と嬉しそうな子どもた

ち。５月２日には、端

午の節句について

のお話を聞き、お

歌を歌ったり新聞

紙兜を被ったりし

ながらこどもの日を

お祝いしました。

　

平
成
29
年
度
の
始
ま
り
に
あ
た
り
少
し
お

話
を
い
た
し
ま
す
。

　

本
法
人
は
創
立
60
年
を
迎
え
て
、記
念
の
事

業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。こ
れ
は
学
院
発
展
の

た
め
に
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
関
係
各
位
に
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
契
機
に

さ
ら
な
る
発
展
と
地
域
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

さ
ら
な
る
学
院
づ
く
り
に
教
職
員
一
致
団
結
し

て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す
る
思
い
を
表
す
も

の
と
思
って
い
ま
す
。

　

学
院
あ
げ
て
準
備
に
入
っ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
特
に
外
郭
団
体
は
じ
め
、
学
院
に
関
わ
る

方
々
、
地
域
の
方
々
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
温

か
い
ご
支
援
を
頂
い
て
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま

す
が
、改
め
て
関
係
各
位
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
期
待
に
応
え
る
よ
う
努
力
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
学
院
の
現
状
に
つい
て
触
れ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
ど
も
の
学
院
は
、
大
学
、
短
期
大
学
、
光

星
と
野
辺
地
西
２
高
等
学
校
、専
攻
科
、そ
し

平
成
29
年
度
の
始
ま
り
に
あ
た
り

理
事
長
　
法
官
　
新
一

て
３
幼
稚
園
と
子
会
社
学
園
サ
ー
ビ
ス
を
運

営
経
営
し
て
い
ま
す
。キ
ャ
ン
パ
ス
は
、美
保
野
、

湊
高
台
、
野
辺
地
と
幼
稚
園
に
お
よ
び
ま
す
。

総
在
籍
数
は
、大
凡
2
5
0
0
名
で
、教
職
員

数
は
専
任
、
非
常
勤
を
合
わ
せ
て
400
名
に
及
び

ま
す
。因
み
に
、全
国
私
大
603
校
の
中
で
、本
法

人
は
中
位
に
あ
っ
て
種
々
の
教
育
活
動
お
よ
び

地
域
貢
献
か
ら
み
て
、
地
方
の
大
学
法
人
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
って
い
ま
す
。

　

す
で
に
周
知
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
学
校

を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
若
年
人
口
の
減
少

と
い
う
状
況
下
に
あ
り
、
改
め
て
こ
う
し
た
局

面
の
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
昨

年
に「
法
人
第
二
の
建
学
」を
テ
ー
マ
に
、
大
谷

学
長
を
座
長
に
、「
将
来
構
想
戦
略
会
議
」
を

立
ち
上
げ
て
検
討
に
は
い
り
ま
し
た
。短
期
大

学
部
への
移
行
は
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、学
部
・

高
校
・
幼
稚
園
を
含
め
た
改
革
が
検
討
の
遡

上
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
３
月
６
日
に
文
部
科
学
大
臣
、松

野
博
一
名
で
「
我
が
国
の
高
等
教
育
に
関
す
る

将
来
構
想
に
つい
て
（
諮
問
）」
が
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
理
由
を
中
央
審
議
会
の
資
料
か
ら

抜
粋
し
て
み
る
と
「
我
が
国
の
高
等
教
育
機
関

へ
主
た
る
進
学
者
で
あ
る
18
歳
人
口
の
推
移
を

見
る
と
、
2
0
0
5
年
に
約
137
万
人
で
あ
っ
た

も
の
が
、
2
0
1
6
年
に
は
119
万
人
に
ま
で
減

少
し
て
い
ま
す
。今
後
18
歳
人
口
は
2
0
3
0

年
に
は
約
100
万
人
に
ま
で
減
少
し
、
さ
ら
に

2
0
4
0
年
に
は
現
在
の
お
よ
そ
３
分
の
２

に
当
た
る
約
80
万
人
と
な
る
推
計
も
あ
り

ま
す
。」
ま
た
我
が
国
の
大
学
進
学
率
55
％
。

そ
の
半
数
は
東
京
を
中
心
と
す
る
都
市
圏

に
集
ま
っ
て
い
る
。大
都
市
の
有
名
大
学
に
定

員
を
超
え
て
入
学
し
、
地
方
大
学
は
よ
り
厳

し
い
現
状
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か

し
、
地
方
の
大
学
の
殆
ど
は
中
小
規
模
の
大

学
で
す
が
、地
方
の
教
育
・
文
化
を
担
って
い

る
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

　

学
校
の
再
編
が
言
わ
れ
、
法
人
合
併
が
話

題
に
な
る
時
代
に
な
って
い
る
が
、本
学
院
に

お
い
て
は
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
と
の
連
携
強

と
国
際
化
を
目
指
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

法
人
60
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
新
た
な

希
望
を
持
っ
て
教
職
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
教
育

と
経
営
の一
致
を
求
め
て
努
力
し
て
参
り
た
い

と
思
って
お
り
ま
す
。
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小野崎　龍一
光星高等学校　校長

中村　良寛
光星高等学校　教頭

小野寺　實
光星高等学校　校長補佐

大谷　真樹
八戸学院大学　学長

　

平
成
29
年
度
、
本
学
は
八
戸
学
院
大
学

短
期
大
学
部
に
名
称
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。今
年
は
八
戸
学
院
大
学
と
一
層
の
連
携

を
図
り
、学
び
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、サ
ー
ク
ル
活

動
等
に
お
い
て
協
力
体
制
を
築
い
て
ま
い
り

ま
す
。

　

大
学
と
短
大
の
距
離
は
200
余
メ
ー
ト
ル

あ
り
ま
す
。最
近
は
学
生
食
堂
や
図
書
館

に
お
い
て
昼
休
み
や
放
課
後
学
生
た
ち
が

談
笑
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
風
景
が
見
ら

れ
ま
す
。大
学
に
連
な
る
ケ
ヤ
キ
並
木
は

初
夏
の
新
緑
、盛
夏
の
木
陰
、晩
秋
の
紅
葉

な
ど
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
風
情
が
あ
り
、
快

適
な
散
歩
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。構
内
は
東

京
ド
ー
ム
約
5.5
個
分
の
広
大
な
敷
地
に
学

び
を
支
え
る
施
設
・
設
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。

外崎　充子
八戸学院大学短期大学部　学長

　

今
年
は
、私
が
学
長
に
着
任
し
て
か
ら
最

も
多
く
の
新
入
学
生
を
美
保
野
キ
ャ
ン
パ
ス

に
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。５
年
前
は

男
子
学
生
が
中
心
の
大
学
で
し
た
が
、難
関

資
格
の
合
格
実
績
も
豊
富
に
な
っ
た
人
間

健
康
学
科
の
人
気
や
、
新
た
に
設
置
し
た
４

年
制
看
護
学
科
も
２
年
目
と
な
っ
た
こ
と
に

も
よ
り
、今
ま
で
以
上
に
多
く
の
女
子
学
生

が
美
保
野
に
学
び
、新
緑
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
よ

り
い
っ
そ
う
華
や
か
に
な
り
ま
し
た
。ま
た

八
戸
学
院
短
期
大
学
も
八
戸
学
院
大
学
短

期
大
学
部
と
校
名
が
変
更
に
な
り
、
以
前

に
も
増
し
て
連
帯
感
を
持
っ
て
学
生
教
職

員
の
交
流
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。活
性
化

し
た
運
動
部
の
活
躍
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

今
年
は
新
た
に
演
劇
部
な
ど
の
新
設
や
新

平成 29 年度の始まりにあたり

し
い
弓
道
場
の
建
設
を
進
め
て
お
り
、
今
ま

で
以
上
に
部
活
動
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
で
活

躍
で
き
る
機
会
が
広
が
り
環
境
も
整
備
さ

れ
ま
し
た
。一
方
、
今
年
も
国
際
交
流
や
海

外
語
学
研
修
の
積
極
的
な
支
援
を
継
続
し

グ
ロ
ー
バ
ル
感
覚
や
高
い
国
際
教
養
力
の
習

得
を
一
丸
と
な
っ
て
目
指
し
ま
す
。昨
年
度

も
引
き
続
き
各
学
部
と
も
ほ
ぼ
100
パ
ー
セ
ン

ト
と
い
う
高
い
就
職
率
や
、
養
護
教
員
の
現

役
採
用
も
あ
り
日
頃
の
勉
学
の
成
果
も
大

い
に
結
果
を
出
せ
た
年
で
し
た
。

　

今
年
度
も
、
系
列
高
校
と
も
大
い
に
積

極
的
に
連
携
し
私
学
ら
し
い
特
徴
を
出
し

な
が
ら
、
勉
学
と
サ
ー
ク
ル
活
動
も
北
東
北

で
最
も
輝
い
て
い
る
大
学
を
目
指
し
ま
す
。

八戸学院大学

八戸学院大学短期大学部

光星高等学校

　

皆
様
初
め
ま
し
て
。こ
の
四
月
に
八
戸
学

院
光
星
高
等
学
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た

小
野
崎
龍
一と
申
し
ま
す
。前
任
の
橋
場
保

人
校
長
同
様
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

八
戸
学
院
光
星
高
等
学
校
は
、
皆
様
ご

承
知
の
よ
う
に
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
お
け
る〝

遍
く
愛
を
注
ぐ
〞」
の
精
神
に
基
づ
き
「
教

育
に
機
会
均
等
を
」
と
い
う
建
学
の
精
神
の

下
、
こ
れ
ま
で
二
万
三
千
名
余
の
有
為
な
人

材
を
社
会
に
送
り
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
は
、湊
高
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
１
号
館
か
ら

５
号
館
及
び
体
育
館
・
生
徒
会
館
を
、
美

保
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
野
球
場
や
サ
ッ
カ
ー
場

を
有
し
、
在
籍
者
数
が
九
三
〇
名
を
超
え

る
県
内
で
も
有
数
の
大
規
模
校
で
す
。

　

本
校
は
、（
１
）
光
星
高
校
に
来
れ
ば
、

「
学
校
が
も
っ
と
好
き
に
な
る
」、（
２
）光
星

高
校
の
生
徒
は
、「
５
年
後
10
年
後
が
楽
し

み
」、（
３
）光
星
高
校
の
教
師
は
、「
授
業
で

人
を
育
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
明
日
を
語
る
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
日
々
教
育
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。今
年
の
11
月
12
日（
日
）に
は
、

学
校
法
人
光
星
学
院
60
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
60
年
の
節
目
を
契
機
に
、
さ
ら
な
る
発

展
を
目
指
し
て
「
新
し
い
希
望
の
ス
テ
ー
ジ

へ
」
生
徒
・
教
職
員
一丸
と
な
って
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
節
目
」
を
大
事
に
生
き
て
い
く
若
者
は
、

意
志
が
強
く
て
豊
か
な
心
を
も
つ
人
に
成
長

し
ま
す
。ま
た
、
誰
も
が
、
そ
の
人
生
に
お
い

て
様
々
な「
節
」に
出
合
い
、
そ
れ
ら
の
節
を一

つ一つ
乗
り
越
え
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
た
く
ま

し
さ
を
加
え
成
長
し
ま
す
。「
節
あ
り
て
強

し
」で
す
。逃
げ
ず
に
立
ち
向
か
う
時
、
し
な

や
か
な
強
さ
が
身
に
つ
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
光
星
高
校
は
、
新
入
生
272

名
を
迎
え
、
全
校
生
徒
数
933
名
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。今
年
度
、
小
野
崎
新
校
長
を
迎

え
、新
た
な
学
校
経
営
方
針
の
下
、「
さ
わ
や

か
光
星
！
」を
目
指
し
、日
々
の
教
育
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。私
は
教
頭
と
し
て
、生

平成 29 年度の始まりにあたり

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
教

員
や
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
、
未
来

を
切
り
開
い
て
い
く
確
か
な
力
を
身
に
付

け
て
いっ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
、法
人
は
創
立
60
周
年
に
あ
た
り
、

記
念
式
典
や
記
念
誌
の
発
行
、
記
念
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
上
演
な
ど
多
彩
な
行
事
を
計
画
し

て
い
ま
す
。短
大
も
学
科
の
特
性
を
生
か
し
、

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
や
行
動
力
を
発
揮
し
て
本

学
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
で
輝
く
八
戸
学
院
大
学
短
期
大

学
部
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
使
命
）」「
パッ
シ
ョン（
情
熱
）」「
テ
ン
シ
ョン

（
上
機
嫌
）」で
す
。

　

今
年
、
本
校
は
創
立
六
十
周
年
、
還
暦
の

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。開
校
以
来
、
多
く
の

卒
業
生
と
先
輩
教
職
員
が
幾
多
の
困
難
を

乗
り
越
え
て
築
き
上
げ
て
き
た
「
強
く
て
大

き
な
土
台
」、こ
の
上
に
、何
を
築
い
て
い
く
か
、

こ
れ
が
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
す
。

　
一つ
は
、「
さ
わ
や
か
光
星
」の
実
現
を
急
ぐ

こ
と
。爽
や
か
な
挨
拶
が
充
満
す
る
校
風
を

創
り
上
げ
る
で
す
。二
つ
は
、礼
節
を
重
ん
じ
、

社
会
で
通
用
す
る
豊
か
な
人
間
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
こ
と
。新
体
制
の
も
と
、
爽
や
か
な

「
新
し
い
風
」を
巻
き
起
こ
し
た
い
。

徒
達
が
安
全
・
安
心
・
快
適
に
学
校
生
活

が
送
れ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
生
徒

の
満
足
度
を
上
げ
、最
終
的
に
は
、「
光
星
高

校
を
選
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
学
校
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
私
の
使
命
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。今
年
度
も
多

岐
に
わ
た
り
、
本
校
生
徒
が
活
躍
で
き
る
よ

う
、
生
徒
の
自
己
実
現
の
た
め
、
日
々
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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迫　祐子
野辺地西高等学校　教頭

田頭　寛
光星高等学校専攻科　教頭

大関　武仁
野辺地西高等学校　事務局長

橋場　保人
野辺地西高等学校　校長

齋藤　弘実
光星高等学校専攻科　校長代行

平成 29 年度の始まりにあたり平成 29 年度の始まりにあたり

浜　章夫

　

2
0
1
7
年
４
月
３
日
（
月
）の
辞
令
交

付
式
に
て
八
戸
市
勤
務
の
異
動
辞
令
を
い

た
だ
い
た
。

　

新
勤
務
地
の
八
戸
市
は
22
歳
か
ら
の
９

年
間
、
光
星
学
院
高
等
学
校
で
お
世
話
に

な
っ
た
土
地
で
今
回
の
赴
任
で
２
回
目
の
勤

務
と
な
り
ま
す
。当
時
を
思
い
出
す
と
22

歳
か
ら
30
歳
ま
で
の
９
年
間
と
に
か
く
毎

日
真
剣
に
生
徒
と
向
き
合
っ
て
い
た
日
々
の

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。特
に
25
歳
で
初

め
て
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
時
の
感
激
は

言
葉
に
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
前
勤
務
地
の
野
辺
地
町
は
平
成

元
年
か
ら
28
年
ま
で
、
28
年
間
お
世
話
に

な
っ
た
地
で
自
分
の
教
員
人
生
の
４
分
の
３

を
過
ご
し
た
町
で
す
。そ
の
間
、
野
辺
地
工

学
専
門
学
校
、
び
わ
の
幼
稚
園
と
幅
広
く

子
供
た
ち
の
教
育
に
携
わ
れ
る
機
会
を
い

た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。今
で
も
幼
稚

園
で
共
に
遊
ん
だ
子
供
た
ち
に
園
長
先
生

と一声
掛
け
ら
れ
た
と
き
は
、
記
憶
が
戻
り

幼
か
っ
た
園
児
姿
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　

様
々
な
人
生
の
節
目
の一つ
を
一
年
に
し
た

平
成
29
年
４
月
に
八
戸
異
動
辞
令
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

初
め
に
キ
ャ
ン
パ
ス
で
見
た
こ
と
感
じ
た

こ
と
は
「
学
ぶ
学
生
た
ち
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
い

て
い
る
」丁
度
、学
生
が
夕
日
と
重
な
っ
た
瞬

間
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
全
て
の
物
事
に
は
訳
が
あ
る
。き
っ

と
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
こ
の
方
向
性
、
こ
の
方

針
に
も
訳
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。そ

し
て
そ
の
訳
を
求
め
る
ま
で
歩
み
続
け
よ

う
と
思
い
ま
す
。八
戸
赴
任
し
て
、
ま
た
赴

任
す
る
に
あ
た
り
今
思
って
い
る
こ
と
で
す
。

野辺地西高等学校

　

こ
の
度
、
八
戸
学
院
光
星
高
等
学
校

で
の
勤
務
を
経
て
、
兄
弟
校
で
あ
る
八

戸
学
院
野
辺
地
西
高
等
学
校
に
着
任
し

ま
し
た
。

　

本
校
は
、「
青
森
県
唯
一
の
私
学
総
合

学
科
高
校
」と
し
て
下
北
地
区
、
上
十
三

地
区
、
東
青
地
区
の
三
つ
の
地
域
に
隣

接
す
る
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
お
り
、
ま

た
広
く
青
森
市
、
弘
前
市
、
八
戸
市
な
ど

県
内
三
市
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
生
徒
が

入
学
し
て
お
り
ま
す
。

  

総
合
学
科
高
校
は
単
位
制
の
学
校
で

あ
り
、
原
則
留
年
は
な
く
必
要
な
単
位

を
修
得
す
れ
ば
卒
業
で
き
ま
す
。従
っ

て「
自
分
探
し
の
た
め
の
学
校
」と
言
わ

れ
ま
す
。

　

草
木
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、
生

徒
は
自
分
の
個
性
や
適
性
を
発
見
し
、

将
来
の
進
路
や
生
き
方
を
学
び
、
挑
戦

と
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
柔
軟
に
逞

し
く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。 

　

是
非
一
度
、「
生
徒
の
夢
と
感
動
」
を

乗
せ
た
本
校
の
熱
気
球
が
、
雲
一
つ
な

い
青
い
大
空
に
描
か
れ
て
い
る
姿
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

八
戸
学
院
野
辺
地
西
高
等
学
校
は
、
地

域
に
愛
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
人
材
を

育
み
、
地
域
と
と
も
に
成
長
で
き
る
学

校
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
、
27
名
の
新
入
生
を
迎
え
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。自
動
車
科
で
は
『
走
る
・
曲

が
る
・
止
ま
る
』
の
基
本
原
理
に
始
ま
り
『
エ
ン

ジ
ン
・
シ
ャ
シ
・
電
気
』
と
いっ
た
自
動
車
の
主

要
構
造
を
基
礎
か
ら
専
門
的
な
内
容
へ
と
段
階

的
に
学
習
し
ま
す
。今
で
は一般
的
と
な
っ
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車（
Ｈ
Ｖ
）、
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）な
ど

地
球
環
境
に
優
し
い
自
動
車
が
当
た
り
前
に

走
って
い
ま
す
。革
新
的
な
安
全
技
術
が
次
々
に

　

そ
の
１
。む
か
し
兵
庫
の
あ
る
予
備
校
、

地
元
で
は
神
戸
大
学
に
入
る
よ
り
難
し
い

と
さ
れ
、
両
方
に
合
格
す
る
と
ど
ち
ら
に

進
学
す
る
か
受
験
生
を
相
当
に
悩
ま
せ
て

い
ま
し
た
。青
森
の
と
あ
る
私
立
高
校
が
出

現
し
、
地
元
で
は
県
立
進
学
高
校
に
入
る

よ
り
難
し
い
と
さ
れ
、両
方
に
合
格
す
る
と

実
用
化
さ
れ
て
続
け
て
い
る
自
動
車
の
基
礎
を

し
っ
か
り
学
習
し
ま
す
。今
年
も
メ
ー
カ
ー
や

デ
ィ
ラ
ー
の
ご
協
力
を
得
て
実
践
を
伴
う
技
術

講
習
会
で
さ
ら
に
知
識
技
術
の
幅
が
広
が
る
よ

う
展
開
し
ま
す
。

　

介
護
福
祉
科
は
、
今
年
度
よ
り
２
年
生
が
介

護
福
祉
士
国
家
試
験
を
受
験
し
ま
す
。自
動
車

科
と
同
様
に
全
員
が
合
格
と
な
る
よ
う
最
大
限

の
支
援
を
し
ま
す
。座
学
と
実
習
の
連
携
を
密

に
し
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
技
術
の
向
上
を
図
り

ま
す
。ま
た
、
手
話
講
座
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
昨
年
の
取
り
組
み
を
一層
充
実
し
ま
す
。

　

本
校
は
仕
事
に
直
結
す
る
科
目
が
大
半
を

占
め
て
お
り
座
学
と
実
習
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
設

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。学
生
一人
ひ
と
り
が
自
己

実
現
で
き
る
よ
う
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
ち
ら
に
進
学
す
る
か
受
験
生
を
相
当
に

悩
ま
せ
ま
す
。「
ど
っ
ち
が
ス
ベ
リ
止
め
？
」

と
い
う
お
話
し
で
す
が
、事
務
方
と
し
て
幾

分
で
も
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ

の
２
。老
朽
化
し
た
生
徒
会
館
を
、
モ
ダ
ン

な
食
堂
と
最
新
式
ス
タ
ジ
オ
と
冷
暖
房
完

備
の
図
書
館
を
備
え
た
素
敵
な
建
物
に
建

て
替
え
る
た
め
の
絵
を
描
き
た
い
。抱
負
を

述
べ
る
と
は
、
夢
を
語
り
風
呂
敷
を
広
げ

る
こ
と
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
総
合
学
科
の
特
色
を
活
か

し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
す

教
育
実
践
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
何
を
学
び
た
い
の
か
」「
自
分

に
は
何
が
向
い
て
い
る
の
か
」等
、生
徒
が

興
味
関
心
を
持
っ
て
い
る
系
列
の
科
目
を

選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、自
分
自
身
の
良

さ
や
独
自
性
を
発
見
で
き
る
よ
う
支
援
し
、

進
路
実
現
へ
つ
な
げ
る
取
り
組
み
と
な
り

ま
す
。

　

可
能
性
に
満
ち
溢
れ
る
生
徒
達
の
成
長

や
学
び
を
、
教
員
が
一
丸
と
な
っ
て
サ

ポ
ー
ト
し
、
保
護
者
の
皆
様
や
地
域
の
期

待
に
応
え
る
学
校
と
な
れ
る
よ
う
、
精
一

杯
努
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
十
七
年
ぶ
り
に
再
び
母
校

に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。改

め
て
校
舎
、
グ
ラ
ン
ド
を
観
て
、
甲
子
園

出
場
を
夢
に
丸
刈
り
で
練
習
に
明
け
暮

れ
た
グ
ラ
ン
ド
、
指
導
者
と
し
て
生
徒

と
共
に
過
ご
し
た
宿
舎
な
ど
当
時
の
こ

と
が
想
い
出
さ
れ
胸
に
期
す
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

　

八
戸
で
は
法
人
本
部
に
十
四
年
、
光

星
高
校
で
の
三
年
間
の
勤
務
は
、
私
に

と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
財
産
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
経
験
を
生
か
し
、
生
徒
・
教

職
員
が
楽
し
く
通
学
通
勤
で
き
る
教
育

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

光星高等学校専攻科

光星高等学校
光星高等学校専攻科　事務長
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岩舘　由香里
八戸学院幼稚園　教頭

道合　康子
八戸学院幼稚園　園長

加藤　康子
八戸学院幼稚園　副園長

山西　幸子
聖アンナ幼稚園　園長

滝田　いと子
第二しののめ幼稚園　園長

　
「
あ
た
た
か
く　

や
さ
し
い
幼
稚
園
」

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
に
寄
り

添
い
、
体
験
を
通
し
て
の
発
見
や
感
動

を
喜
び
や
意
欲
に
し
て
成
長
し
て
い
け

る
よ
う
に
丁
寧
な
教
育
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。ま
た
、保
護
者
の
皆
様
と
子
ど
も

た
ち
の
様
子
を
共
有
し
、と
も
に
考
え
、

河原木　祥子
八戸学院幼稚園　主任教諭

東出　まさえ
第二しののめ幼稚園　教頭

吉田　ひろみ
聖アンナ幼稚園　主任教諭

　

開
園
10
年
が
過
ぎ
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
巣

立
っ
て
行
き
ま
し
た
。本
園
の
教
育
目
標
で
あ
る

「
明
る
く
元
気
な
子
」・「
心
の
豊
か
な
子
」・「
自

分
の
考
え
を
も
て
る
子
」、更
に
は「
あ
た
た
か
く

　

や
さ
し
い
幼
稚
園
」と
い
う
ね
ら
い
の
下
、
子

ど
も
達
に
は
、
の
び
の
び
と
活
動
で
き
る
空
間
、

保
護
者
の
方
に
は
、子
育
て
を
共
に
喜
び
合
う
事

が
出
来
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち

が
日
々
出
会
う
環
境
が
「
子
ど
も
の
園
」
で
あ
る

よ
う
に
、常
に
丁
寧
な
教
育
と
環
境
づ
く
り
を
意

識
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、子
育
て
支
援
の
一
環
で
あ
る
未

就
園
児
教
室
に
も
繋
が
る
大
事
な
本
園
の
特
色

で
も
あ
り
ま
す
。今
後
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
八

戸
学
院
幼
稚
園
に
入
園
さ
せ
て
よ
か
っ
た
と
言

え
る
よ
う
な
幼
児
教
育
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

平成 29 年度の始まりにあたり

　

４
月
か
ら
八
戸
学
院
幼
稚
園
に
勤
務
し
、

教
職
員
と
保
護
者
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
、

園
児
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。あ
た
た

か
く
や
さ
し
い
幼
稚
園
と
し
て
、
て
い
ね
い

な
教
育
で
、
子
育
て
支
援
も
提
供
し
、
法
人
内

上
級
学
校
と
の
連
携
活
動
も
推
進
し
て
い
る

こ
の
幼
稚
園
で
、
研
修
し
、
多
く
の
情
報
と
知

識
を
得
て
、
専
門
性
を
高
め
、
先
生
方
や
こ
ど

も
た
ち
に
還
元
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。保
護
者
の
み
な
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、

こ
ど
も
の
成
長
を
と
も
に
喜
び
あ
え
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
自
分
の
ク
ラ
ス
の
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
よ

り
良
い
成
長
を
願
っ
て
励
ん
で
き
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
は
子
ど
も
達
・
保
護
者

の
皆
様
・
地
域
の
方
々
と
の
繋
が
り
も

大
切
に
考
え
な
が
ら
、”地
域
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
の
園
“と
言
っ
て
い
た

八戸学院幼稚園

　

今
年
度
は
、
名
変
更
と
学
院
創
立
六
十
周
年

の
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
心
新
た
な
思
い
で
新

年
度
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
思
い
っ
き
り
遊
べ
る
子
」「
心
身
と
も
に
た

く
ま
し
い
子
」「
心
と
心
の
通
い
合
う
保
育
」の

三
つ
を
柱
と
し
て
、一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
に

　

こ
の
世
に
生
を
受
け
て
、
ま
だ
数
年
の
子
ど

も
た
ち
。そ
の
一
人
一
人
に
は
素
晴
ら
し
い
個

性
が
あ
り
、
彼
ら
は
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。私
た
ち
大
人
よ
り
も
、よ
り
自
然
に
近

い
存
在
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
の
生
活
に
は
、

日
々
多
く
の
感
動
が
あ
り
、学
び
が
あ
り
ま
す
。

聖アンナ幼稚園第二しののめ幼稚園

　

子
ど
も
達
が
、
初
め
て
出
会
う
集

団
生
活
の
場
、
そ
れ
が「
幼
稚
園
」で

す
。一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
大
切

に
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

作
り
、丁
寧
な
保
育
を
心
が
け
、楽
し

い
園
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
報
・
連
・

平成 29 年度の始まりにあたり

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
の
中
に
、
子

ど
も
の
成
長
に
適
っ
た
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

何
よ
り
の
教
育
と
考
え
て
い
ま
す
。今
年
度
も
、

「
子
ど
も
た
ち
が
、健
や
か
に
成
長
し
ま
す
よ
う

に
。お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
た
ち
が
、元
気
に
子

育
て
で
き
ま
す
よ
う
に
。先
生
た
ち
が
、よ
り
良

い
教
育
活
動
が
で
き
ま
す
よ
う
に
と
祈
り
つ
つ
、

心
を
尽
く
し
て
努
め
て
参
り
ま
す
。」

寄
り
添
い
、
共
に
育
つ
保
育
を
心
が
け
、
教
育

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
と
の
共
通
理
解
を
深
め
、
園

と
一
体
と
な
り
、
安
心
、
安
全
な
園
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。受
け
継
が
れ
た
歴
史
と

伝
統
を
引
き
つ
ぎ
、
感
謝
の
心
を
大
切
に
、
い

つ
ま
で
も
「
に
こ
に
こ
・
の
び
の
び
・
す
く
す

く
・
ぐ
ん
ぐ
ん
」
と
笑
顔
が
広
が
る
幼
稚
園
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
」を
合
言
葉
に
、園
長
先
生
を
中
心

に
、
教
職
員
一
同
共
通
理
解
を
深
め

な
が
ら
、
日
々
の
保
育
を
大
切
に
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

幼
児
期
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ま
さ

に
新
緑
の
如
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち

溢
れ
、
日
々
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸

収
し
な
が
ら
勢
い
よ
く
成
長
し
て
い

く
姿
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。ど
ん
な
に

小
さ
く
て
も
精
一
杯
心
を
働
か
せ
て

感
じ
、考
え
な
が
ら
真
面
目
に
今
を

生
き
よ
う
と
す
る
子
ど
も
の
精
神
性

か
ら
気
付
か
さ
れ
、
学
ぶ
こ
と
が
沢

山
あ
り
ま
す
。今
年
度
も
子
ど
も
の

育
ち
を
信
じ
、
子
ど
も
に
と
っ
て
良

い
環
境
の
一
部
に
な
れ
る
よ
う
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。開
園
か
ら
11
年
目
と
な

る
今
年
、
新
た
な
10
年
の
始
ま
り
の
年

と
し
て
、
私
も
気
持
ち
を
新
た
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
も
に
成
長
を
喜
び
合
え
る
こ
と
を
嬉

し
く
思
い
ま
す
。今
後
も
こ
れ
ま
で
同

様
、
よ
り
良
い
環
境
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
、研
修
し
、日
々
反
省
と
改
善
、工

夫
を
積
み
重
ね
、
教
職
員
の
連
携
を
密

に
し
、
笑
顔
と
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
を

も
っ
て
努
め
て
参
り
ま
す
。
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①担当科目　②コメント鈴木　俊裕
八戸学院大学ビジネス学科

教　授

鶴見　浩一郎
八戸学院大学ビジネス学科

特任教授

神郡　博
八戸学院大学看護学科

教　授

①マーケティング論 他
②企業の競争優位性や超過収益力を
高める経営手法「ブランド・マーケティ
ング」を通じ、地域の活性化を共に目
指していきましょう。

①教育原理 他
②論語に「学びて思わざれば則ち罔（くら）し、
思いて学ばざれば則ち殆（あや）うし」とい
う言葉があります。学ぶ事と考える事の大
切さを語ったものです。共に知見を高め行
動する人を目指しましょう。

①地域産業論 他
②２８年間の民間企業勤務から大学に
転じて８年、青森の高級食材「ミネフジ
ツボ」の高効率養殖ビジネスの実現を
目指しています。

①精神看護学概論 他
②精神看護学を担当します。今、社会のいろいろな
変化の中で、こころの問題が注目されています。こ
の講義ではそうした問題を取り上げながら、こころ
の健康とは何か、こころの健康が損なわれた時に
どういうケアが必要になるかを考えていきます。

①高齢者看護概論 他
②学生さんが、課題を自分自身で解決でき
ることと、高齢者さんが、生活の質向上
につながる、保健・医療・福祉との連携に
必要な支援をしていきたいと思います。

①在宅看護概論他
②在宅看護学を担当し、学生の皆様が
在宅医療・看護に興味をもち、将来、在
宅療養を必要とする人々に貢献できる
人材を育成します。

①小児看護学概論　他
②学生の皆様、エビデンスに基づいた小
児看護を楽しく、理解できるように関わ
りますので、自ら学ぶ姿勢でよろしくお
願いします。

①ピアノレッスン　他
②生まれ育った八戸で、保育士養成や
音楽教育に携われることを大変嬉しく
思います。学生のみなさんの成長が楽
しみです。

①英語
②教師1年目でまだまだ分からないことが
多く、上手くいかないこともありますが、
先生方に助言等頂きながら精一杯頑
張っていこうと思います。

創立60周年を迎えた節目の年という事で、

気を引き締めて努めて参りたいと思いま

す。どうぞ宜しくお願い致します。

まだまだわからない事ばかりですが、学ぶ

姿勢を忘れずに、笑顔で頑張りたいと思

います。よろしくお願いします。

光星高校・八戸学院大学出身者として母

校に恩返しができるよう精一杯努めて参

ります。どうぞよろしくお願い致します。

①英語
②昨年までは中学校で勤務しておりまし
たので、その経験を活かしていければ
と思っています。

①英語
②八戸市で生活するのは人生で初めて
のことで、公私とも右も左も分からない
状態ですが精一杯頑張ります。どうぞ
よろしく御願い致します。

①数学
②先輩方のご指導を受けながら、生徒た
ちと共に成長していきたいと思います。
よろしくお願い致します。

藤代　典子
八戸学院大学ビジネス学科

特任准教授

辻村　史子
八戸学院大学看護学科

教　授

田中　克枝
八戸学院大学看護学科

教　授

矢野　章永
八戸学院大学看護学科

教　授

安田　美央
八戸学院大学短期大学部幼児保育学科

講　師

今年度から八戸学院幼稚園に勤務して

います小栗千明です。満3歳児のクラス

でたくさんの元気を子ども達からもらいな

がら頑張りたいと思います。

山田　奈穂子
八戸学院幼稚園
常勤講師

伊藤　芹香
八戸学院野辺地西高等学校

常勤講師

佐々木　千弓
聖アンナ幼稚園
非常勤講師

安部　恒俊
八戸学院光星高等学校

常勤講師

西野　真理子
八戸学院光星高等学校

常勤講師

岩間　達希
八戸学院光星高等学校

常勤講師

小谷地　結希乃
学務部情報メディア課

主　事

今年度より、常勤講師として子育て支援
を担当し、未就園児教室・預かり保育を
担当をすることになりました。保護者の子
育てを応援していきたいと思います。どう
ぞよろしくお願いします。

小栗　千明
八戸学院幼稚園
常勤講師

佐々木　眞子
学務部キャリア支援課

主　事

平成29年度

新任紹介
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第４回大学健康医療学部・短期大学部看護学科公開講座開催 ［3/4］

コンディショニングセミナー開催 ［2/17・18］

オペレッタ発表会 ［2/26］

　

八
戸
学
院
大
学
健
康
医
療
学
部・短

期
大
学
部
看
護
学
科
が
主
催
す
る
公
開

講
座
が
、八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
っ
ち
に
て
行
わ
れ
、延
べ
約
80
名
が
参

加
し
ま
し
た
。本
講
座
は
生
涯
学
習
の一

環
と
し
て
、地
域
の
皆
さ
ま
に
学
習
機
会

を
ご
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は『
専
門
家
が
語
る「
健
康・

福
祉・癒
し
」』を
テ
ー
マ
に
、健
康
医
療

学
部・短
期
大
学
部
看
護
学
科
の
５
名
の

教
員
に
よ
る
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は『
健
康
医
療
学
部
に
つい
て
』、

『
学
校
教
育
に
お
け
る
階
上
町
地
域
伝

統
芸
能
と
表
現
運
動
の
か
か
わ
り
に
関

す
る
研
究
』、『
看
護
に
生
か
す
補
助
的・

代
替
的
療
法
〜
家
庭
で
で
き
る
ケ
ア

〜
』、『
成
年
後
見
制
度
に
よ
る
生
活
支

援
事
例
に
つ
い
て
』、『
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ

ア
の
必
要
性
』と
多
岐
に
わ
た
る
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

　

八
戸
市
公
会
堂
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、幼
児
保
育

学
科
２
年
生
が
第
12
回
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
に
参
加

し
、ミ
ニ
オ
ペ
レ
ッ
タ「
金
の
が
ち
ょ
う
」「
三
太
郎

物
語
」「
わ
ら
し
べ
長
者
」「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
が
く

た
い
」を
発
表
し
ま
し
た
。

　

身
体
表
現
・リ
ズ
ム
等
に
対
す
る
身
体
的
即
時

反
応
・
振
り
付
け
・フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン・
色
彩（
衣

装
）・
背
景
・
台
本
・
音
楽
・
衣
装
・
大
道
具
・
小
道
具

等
は
、音
楽・美
術・体
育
の
実
践
的
専
門
性
を
十

分
発
揮
し
た
２
年
間
の
集
大
成
と
な
る
総
合
芸

術
と
し
て
の
表
現
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ペ
レ
ッ
タ
発
表
会
に
は
毎
年
足
を
運
ん
で
く

れ
る
方
も
見
う
け
ら
れ
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
定
着

し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。会
場
は
た
く
さ
ん
の

立
ち
見
客
で
あ
ふ
れ
、手
遊
び
や
生
演
奏
も
あ

り
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
青
森

県
並
び
に
一
般
社
団
法
人
北
東
北
ウ
エ

ル
ネ
ス
研
究
所
と
連
携
し
て
、
地
域
資

源
と
健
康
管
理
に
比
重
を
お
い
た
「
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
平
成

29
年
２
月
17
日
（
五
戸
ひ
ば
り
野
ス

ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
）・
18
日
（
八
戸

学
院
大
学
）
の
２
回
開
催
し
、
延
べ
112

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
自
分
自
身

で
筋
肉
を
整
え
、
体
調
と
体
形
を
改

善
で
き
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
（
体
調

改
善
運
動
）
の
第
一
人
者
で
あ
る
有
吉 

与
志
恵
氏
を
招
へい
し
、
宿
泊
施
設
関

係
者
、介
護
福
祉
施
設
関
係
者
、運
動

指
導
者
や
ス
ポ
ー
ツ
学
生
等
を
対
象

に
、筋
肉
を
鍛
え
る
よ
り
も
整
え
る
事

で
、体
調
と
体
形
が
改
善
で
き
る「
コ
ン

デ
ィ
シ
ョニ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
」の
講
義
と
実

技（
体
験
）を
行
い
ま
し
た
。（
青
森
県

ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
モ

デ
ル
実
証
事
業
）

八戸学院NEWS八戸学院NEWS

「
こ
ど
も
食
堂
」へ
の
挑
戦

　

親
が
共
働
き
で
ご
飯
を
一
人
で
食
べ
る
こ
と
が

多
い
子
供
や
、貧
し
く
て
ち
ゃ
ん
と
し
た
食
事
が

で
き
な
い
人
達
に
低
価
格
、ま
た
は
無
料
で
食

事
を
提
供
す
る「
こ
ど
も
食
堂
」
。孤
食
や
欠

食
、そ
し
て
貧
困
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
へ

の
支
援
策
と
し
て
全
国
に
広
が
り
、今
や
そ
の

数
は
300
ヶ
所
余
に
な
る
。佐
藤
千
恵
子
ゼ
ミ
で
は

活
動
の
一
環
と
し
て
学
生
達
と「
こ
ど
も
食
堂
」

を
計
画
し
、対
象
と
な
る
子
供
や
そ
う
で
な
い

人
達
に
も
食
事
の
必
要
性
と
楽
し
さ
を
体
感
し

て
貰
え
れ
ば
と
昨
年
の
11
月
か
ら
市
内
２
箇
所

に
開
設
し
ま
し
た
。結
果
、新
聞
報
道
の
効
果

も
あ
り
、多
く
の
方
が
興
味
関
心
を
持
ち
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
学
生
達
の
卒
業
後

は
４
箇
所
の
地
域
の
方
々
に
引
き
継
が
れ
、八
戸

に
も
少
し
ず
つ
広
が
り
そ
う
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
」（
代
表　

桑

山
紀
彦
氏
）
を
お
招
き
し
、
講
演
会
を
開
催
し

た
。桑
山
氏
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
難
民
キ
ャ
ン
プ
で

の
国
際
協
力
を
始
め
、
湾
岸
戦
争
後
の
イ
ラ
ク
な

ど
世
界
中
を
ま
わ
り
医
療
救
援
活
動
を
さ
れ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
」
を
立
ち
上
げ

「
命
の
尊
さ
」を
改
め
て
感
じ
て
ほ
し
い
と
音
楽
と

映
像
で
広
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

〈
生
徒
の
感
想
〉

地
球
上
に
は
日
本
と
全
く
違
い
、
戦
争

や
争
い
の
絶
え
な
い
国
が
あ
る
一
方
、
き

れ
い
な
景
色
や
美
し
い
自
然
も
存
在
す

る
。今
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
も
な

く
、
飢
餓
や
争
い
に
苦
し
む
人
々
を
見
て

も
”可
哀
想
“と
し
か
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。彼
ら
は
そ
ん
な
中
で
も
必
死
に

幸
せ
を
掴
み
取
り
な
が
ら
生
き
て
い
る
。

命
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
。東
日
本
大

震
災
を
経
験
し
た
私
た
ち
だ
か
ら
こ

そ
、
尚
更
命
の
重
み
は
分
か
っ
て
い
る
つ

も
り
で
し
た
が
、
今
改
め
て
、
当
た
り
前

の
幸
せ
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
持
つ
こ

と
の
大
切
さ
に
、気
付
か
さ
れ
た
講
演
で

し
た
。

地
球
の
ス
テ
ー
ジ

［4/25］

介護福祉士・二級自動車整備士を目指して

新たなる挑戦へ
～平成29年度入学式挙行～ ［4/8］

　

本
校
の
自
動
車
科
二
年
生
は
３
月
の

修
了
証
書
授
与
式
後
に
二
級
自
動
車
整

備
士
国
家
試
験
を
全
員
が
受
験
し
、
合

格
率
は
100
％
に
近
い
高
成
績
を
毎
年
残

し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
介
護
福
祉
科
は

今
年
度
か
ら
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福

祉
士
法
の
改
正
に
伴
い
、介
護
福
祉
士
の

資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、二
年
次
１

月
末
実
施
の
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
を

受
験
し
て
取
得
す
る
か
、
本
校
を
修
了

し
て
５
年
間
の
実
務
経
験
を
積
ん
で
無

試
験
で
取
得
す
る
か
の
い
ず
れ
か
に
な

り
ま
す
。し
た
が
って
、今
年
度
は
、介
護

福
祉
科
二
年
全
員
が
１
月
末
に
介
護
福

祉
士
国
家
試
験
を
受
験
す
る
計
画
で
す

す
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、今
後
は
専
攻
科
の
学
生

全
員
が
二
年
次
に
進
級
す
る
と
国
家
試

験
を
受
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。在

学
中
、
学
生
全
員
が
資
格
取
得
で
き
る

よ
う
、
両
科
共
に
放
課
後
の
時
間
を
利

用
し
、
全
員
の
合
格
を
目
指
し
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
知
識
を
更
に
深
め
ら
れ
る
よ

う
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
、
新
入
生
80
名
を
迎

え
ま
し
た
。

　

学
校
長
の
式
辞
で
は
、「
野
西
に
し

か
な
い
野
西
ブ
ラ
ン
ド
を
造
り
だ
そ

う
」の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
野
辺
地
町
町
長

か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し

た
。新
入
生
は
期
待
と
不
安
の
混
じ
っ

た
緊
張
の
表
情
で
話
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。最
後
に
新
入
生
を
代
表
し
て

菅
野
将
輝
君
が
力
強
く
「
高
校
生
と

し
て
の
本
分
を
尽
く
す
」こ
と
を
宣
誓

し
、式
を
終
え
ま
し
た
。

　

生
徒
諸
君
の
今
後
の
精
進
と
飛
躍

に
、ご
支
援
く
だ
さ
い
。

地連研

地連研野西高

専攻科

短　大

短
　
大

光
星
高
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新
入
園
児
を
迎
え
て
新
学
期
が
始
ま
り
、

園
内
は
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
と
笑
顔
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。登
園
後
、
着
替
え
や
タ
オ
ル
な

ど
の
持
ち
物
一つ一つ
を
所
定
の
場
所
に
準
備

し
、
好
き
な
遊
び
を
選
択
し
て
取
り
組
み
ま

す
。は
じ
め
は
、
ま
ま
ご
と
や
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
経

験
の
あ
る
遊
び
を
し
な
が
ら
安
定
し
て
い
き
、

少
し
ず
つ
生
活
教
具
、
感
覚
教
具
、
制
作
教
材

な
ど
様
々
な
活
動
に
意
欲
を
も
っ
て
挑
戦
し
て

い
ま
す
。ま
た
、
園
庭
遊
び
で
は
、
風
に
な
び
く

鯉
の
ぼ
り
の
よ
う
に
元
気
いっ
ぱ
い
駆
け
回
っ
た

り
、お
花
摘
み
を
し
て
保
護
者
の
方
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
し
た
り
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

５
月
５
日
こ
ど
も
の
日
、
実
物
の
鯉
の
ぼ
り

の
口
や
尾
か
ら
出
入
り
し
て
実
体
験
を
楽
し

ん
だ
り
、初
め
て
の
参
観
日
で
保
護
者
の
方
と
一

新学期がスタート！広がる笑顔！元気な子ども達！
　

重
要
無
形
民
俗
文
化
財「
八
戸
え
ん
ぶ
り
」を
鑑
賞

し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
烏
帽
子
の
大
き
さ
や
か
た
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

違
う
模
様
に
興
味
津
々
で
し
た
。そ
の
ほ
か
に
も﹇
え
ん

ぶ
り
﹈と
は
春
を
呼
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
稲
作
の

種
ま
き
か
ら
田
植
え
ま
で
の
動
き
を
表
現
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

農
作
業
の
休
憩
中
、松
の
枝
を
持
って
踊
っ
た
の
が
始

ま
り
と
い
わ
れ
る
舞
の「
松
の
舞
」や
恵
比
寿
さ
ま
が
鯛

を
釣
る
様
子
を
釣
竿
と
扇
子
を
使
って
舞
う
「
え
び
す

ま
い
」、
輪
に
銭
が
つ
い
た
銭
太
鼓
を
持
っ
て
回
し
な
が

ら
舞
う「
え
ん
こ
え
ん
こ
」な
ど
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

山
道
え
ん
ぶ
り
組
の
皆
様
の
中
に
在
園
児
、
卒
園
児

の
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん
も
い
て
素
敵
な
舞
を
披
露
し
、

堂
々
と
し
た
も
の
で
し
た
。

　

鑑
賞
後
に
は「
や
って
み
た
い
」「
か
っこ
よ
か
っ
た
」「
す

ご
い
」な
ど
の
声
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

緒
に
鯉
の
ぼ
り
制
作
を
し
た
り
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

に
飾
ら
れ
て
い
る
五
月
人
形
を
見
な
が
ら
お
話

を
聞
い
た
り
と
、
端
午
の
節
句
を
十
分
に
楽
し

み
ま
し
た
。

　

４
月
22
日
に
は
未
就
園
児
教
室
『
星
の
子

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
』が
開
講
し
、
幼
稚
園
の
マ
ス
コ
ッ

ト
「
ス
テ
ラ
ち
ゃ
ん
」
と
一
緒
に
ダ
ン
ス
を
し
た

り
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
見
る
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
６
月
４
日（
日
）９
時
か
ら
、
八
戸
学

院
大
学
短
期
大
学
部
校
舎
前
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

運
動
会
を
行
い
ま
す
。未
就
園
児
競
技
も
あ

り
ま
す
。年
長
児
の
組
体
操
な
ど
園
児
の
一
所

懸
命
な
姿
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

食
育
教
育
の
一
環
と
し
て
、「
料
理
の

達
人
が
教
え
る
！
す
き
き
ら
い
克
服
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
」
に
参
加
し
ま
し
た
。す

き
き
ら
い
の
克
服
や
「
食
」
の
大
切
さ
を

考
え
る
こ
と
を
目
的
と
さ
れ
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
子
ど
も
た
ち
向
け
に
献

立
を
考
え
て
下
さ
り
、
年
長
・
年
中
児
と

保
護
者
に
も
声
を
掛
け
、「
高
麗
橋
吉
兆

本
店　

三
代
目
主
人
」
湯
木　

潤
治
先
生

か
ら
和
食
づ
く
り
を
間
近
に
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。昆
布
出
汁
の
味
と
か
つ

お
節
を
入
れ
た
味
の
変
化
を
感
じ
よ
う

と
口
内
調
理
で
味
見
を
さ
せ
て
い
た
だ

　

今
年
度
も
、
元
気
い
っ
ぱ
い
な
可
愛

い
お
友
だ
ち
が
入
園
し
ま
し
た
。名
前

を
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声
で
お
返
事
を

し
、笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
回
は
年
長
組
の
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
も
参
加
し
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
手
遊
び
歌
や
園
歌
を
披
露
し
ま
し

た
。初
め
て
の
集
団
生
活
に
入
る
最
初

の
日
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
和
や
か
な

入
園
式
と
な
り
ま
し
た
。

八戸学院NEWS

新
年
度
は
じ
ま
り
ま
し
た

「
八
戸
え
ん
ぶ
り
」鑑
賞
会

［2/17］

き
、
初
め
て
の
出
汁
の
味
に
「
な
ん
の

味
？
」
と
不
思
議
そ
う
な
表
情
の
子
ど
も

達
。ま
た
、
青
森
県
内
の
プ
ロ
の
料
理
人

の
方
か
ら
も
調
理
工
程
を
楽
し
い
お
話

を
交
え
な
が
ら
具
体
的
に
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。出
来
上
が
っ
た
お
料
理
は
、

み
ん
な
で
実
食
！
ど
の
お
料
理
も
と
っ

て
も
お
い
し
く
て
、
普
段
は
野
菜
が
苦
手

な
子
ど
も
達
も
「
お
野
菜
お
い
し
い
！
」

と
笑
顔
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
さ
に

「
す
き
き
ら
い
克
服
！
」
し
た
子
ど
も
達

で
し
た
。

　

桜
と
と
も
に
春
が
訪
れ
、
ま
も
な
く
新
緑
の
季

節
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。４
月
の
入
園
式
を

終
え
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
登
園
し
て
き
ま

す
。新
入
園
児
の
お
友
達
も
は
じ
め
は
緊
張
し
て

不
安
そ
う
な
様
子
で
し
た
が
、
年
長
さ
ん
や
年
中

さ
ん
が
身
支
度
の
お
手
伝
い
を
し
て
あ
げ
た
り
、

一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
う
ち
に
少
し
ず
つ

園
生
活
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、
進
級
児

の
お
友
達
も
身
の
回
り
の
始
末
な
ど
自
分
で
で

き
る
こ
と
が
増
え
す
っ
か
り
お
兄
さ
ん
お
姉
さ

ん
の
顔
つ
き
で
す
。５
月
に
入
っ
て
か
ら
は
園
庭

遊
び
も
始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る

元
気
な
姿
で
新
年
度
ス
タ
ー
ト
で
す
！

入園式 ［4/8］

和食を身近に感じよう～すききらい克服プロジェクト～［5/18］

聖
ア
ン
ナ

第
二
し
の
の
め

八戸学院

第二しののめ

聖アンナ
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学
ぶ
こ
と
を
や
め
た
と
き
、

教
え
る
こ
と
を
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

八
戸
学
院
図
書
館
年
間
入
館
者
５
万
人
を
突
破
！

八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
館
長
推
薦
図
書 八戸学院図書館入館者数

「自分の頭で考えて動く部下の育て方」　篠原 信　著／文響社

山下　祐史 氏
学務部教務学生課主任
八戸学院大学
ラグビー部／女子ラグビー部
ヘッドコーチ

　

こ
の
本
に
出
会
っ
て
学
生
自
身

に
も
っ
と
考
え
さ
せ
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
が
あ
れ
こ
れ
指
示
を
出

し
過
ぎ
る
と
考
え
る
こ
と
を
や
め

て
し
ま
い
、指
示
待
ち
人
間
が
出

来
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。た
だ
、

あ
る
程
度
の
考
え
る
材
料（
知
識
）

を
与
え
な
い
と
考
え
る
こ
と
自
体

が
出
来
な
い
の
で
、そ
の
バ
ラ
ン
ス

は
日
々
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
指

導
し
て
い
ま
す
。

　

色
ん
な
材
料（
知
識
）を
与
え
、

そ
れ
を
学
生
が
選
択
し
、成
功
し

た
り
失
敗
し
た
り
し
て
成
長
さ
せ

る
こ
と
が
指
導
者
の
仕
事
の一つ
な

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に『
我
々
は
学
ぶ
こ
と
を

や
め
た
と
き
に
、教
え
る
こ
と
を
や

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』と
い
う
言

葉
を
ロ
ジ
ェ・ル
メ
ー
ル
と
い
う
サ
ッ

カ
ー
の
元
フ
ラ
ン
ス
代
表
監
督
が

言
っ
て
い
ま
す
。何
か
を
教
え
る
立

場
に
い
る
以
上
、毎
日
少
し
ず
つ
で

も
勉
強
し
て
い
く
こ
と
が
学
生
の

た
め
に
な
る
と
思
っ
て
図
書
館
に

通
って
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
図
書
館
は
、静
穏
な
環
境
で
本
を
読
み
、学

習
す
る
場
と
い
う
概
念
が
あ
り
、「
暗
い
」「
近
づ
き
に
く

い
」「
入
り
に
く
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
人
が

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。本
館
に
お
い
て
も
図
書
館
特

有
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
で
き
ず
に
館
内
は
閑
散
と
し
て

い
て
、
平
成
24
年
度
の
延
べ
入
館
者
数
は
２
万
２
千
人

前
後
を
推
移
し
て
い
ま
し
た
。

　

図
書
館
が
新
体
制
と
な
っ
た
平
成
25
年
、
最
初
に
取

り
組
ん
だ
の
は
「
集
客
」
で
し
た
。ス
タ
ッ
フ
の
意
識
改

革
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
の
高
い
図
書

館
を
目
標
と
し
て
、
八
戸
市
立
図
書
館
な
ど
近
隣
の
６

つ
の
公
共
図
書
館
へ
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
見
学
ツ
ア
ー
を

実
施
。そ
の
後
の
改
善
案
レ
ポ
ー
ト
か
ら
、
屋
外
に
カ

フ
ェ
テ
ラ
ス
の
設
置
、
フ
リ
ー
ブ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
の
開

設
、
展
示
企
画
、
館
内
を
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
に
飾
り
付
け
、
ス
タ
ッ
フ
も
そ
れ
ら
の

コ
ス
プ
レ
を
し
ま
し
た
。ま
た
外
部
へ
の
情
報
発
信
と

し
て
訴
求
力
を
持
つ
「Facebook

」「LIN
E

」

「Instagram

」
な
ど
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
。学
内
で
は
壁
新
聞
「
六
号
館
」
を
創
刊
し
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
掲
示
し
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り
平
成

25
年
度
の
図
書
館
入
館
者
数
が
３
万
５
千
人
と
な
り
、

平
成
28
年
度
は
５
万
人
超
え
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
学
生
が
求
め

る
も
の
を
常
に
考
え
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
等
を

学
生
と
一
緒
に
進
め
、
利
用
し
や
す
い
図
書
館
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
八
戸
の
著
名

人
が
お
す
す
め
す
る
図
書
コ
ー
ナ
ー

「
ひ
と
棚
」に
八
戸
学
院
図
書
館
の
田
中

哲
館
長
が

「
現
代
若
者

論
」
を
テ
ー

マ
と
し
た

ブ
ー
ス
を

設
置
、
紹
介

し
て
い
ま

す
。

図書空間図書空間 vol.

01 イベント情報
event schedule

八戸学院幼稚園

【運動会】
６/４（日）9：00～12：30
【星の子祭＆夕涼み会】
７/23（日）14：00～
【星の子キッズクラブ】登録制
・チッチクラス（生後３ヵ月～１歳前半）
 10：30～11：30　６/22（木）、７/11（火）、８/23（水）
・２歳児プレスクール（満２歳児になるお子さん）9：00～11：30
 火曜日コース　６/６、６/20、６/27、７/４、８/22
 金曜日コース　６/９、６/15（木）、６/30、８/25
・ひよこプレスクール（満３歳児になるお子さん）9：00～11：30
 ６/15（木）、６/21（水）、６/29（木）、７/13（木）、８/24（木）、８/31（木）
・ステラクラス（１歳後半～入園前のお子さん）10：00～11：30
 水曜日コース　６/７、７/５　木曜日コース　６/８、７/６
 水・木合同　６/14、７/12、８/30

【運動会】
６/17（土）9：45～12：00（予定）
【夏の季節祭】
７/22（土）12：00～15：00（予定）
【オープンスクール】
６/21（水）、７/12（水）
【めだか学級】予約制
６/27（火）、７/４（火）、８/29（火）10：00～11：30
【ベビーマッサージ教室】予約制
・聖アンナ幼稚園開催
 ６/２（金）７～11ヵ月、６/30（金）12～24ヵ月
・南部山健康運動センター開催
 ６/25（日）７～11ヵ月、７/９（日）12～24ヵ月

【運動会】
６/25（日）9：30～12：00
【夏祭り・作品展・バザー】
７/23（日）15：00～19：00
【ポケット広場】申込不要
６/１（木）、７/５（水）10：00～12：00
【土曜ポケット広場】申込不要
６/３（土）、７/１（土）、８/５（土）10：00～12：00

【オープンキャンパス】７/22（土）10：00～13：00
●学科紹介　●体験授業　●キャンパスツアー（施設見学）
●保護者向けプログラム　●個別相談　●在学生フリートーク等

【アクティブスクール学習編】
７/27（木）、28（金）9：00～12：30

【オープンキャンパス】
７/15（土）9：20～12：00
【青森県職業体験フェア「わかる日」】
６/28（水）13：00～18：00　八戸市東体育館

【美保野キャンパス野外フェスティバル（仮）】
8月26日（土）　美保野キャンパス
【記念モニュメント除幕式】　10月予定　光星高校
【記念ミュージカル】　11月8日（水）　八戸市公会堂
【記念式典】　11月12日（日）　八戸市公会堂
【記念祝賀会】
11月12日（日）八戸プラザホテルアーバンホール

【体験入学】
７/27（木）、８/７（月）9：00～12：00

【第47回八戸小唄流し踊り】
７/14（金）17：30～　八戸市中心街

八戸学院大学・八戸学院短期大学部

八戸学院聖アンナ幼稚園

八戸学院第二しののめ幼稚園
光星高等学校専攻科

法人創立60周年記念行事

野辺地西高等学校

光星高等学校

八戸学院短期大学
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理 事 長
散 策

法 官 新 一
Shinichi Hogan

28年ぶり常ヱ兵君との再会

　

美
保
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
桜
が
満
開
の
４
月
26

日
、30
年
ほ
ど
前
に
中
国
か
ら
光
星
高
校
自
動

車
科
に
留
学
し
、
３
年
間
を
八
戸
で
過
ご
し
た

常 

ヱ
兵
君（
日
本
名
上
代
明
）が
、
28
年
振
り

に
日
本
、
し
か
も
母
校
を
訪
問
し
て
く
れ
ま
し

た
。中
国
で
ど
う
し
て
い
る
の
か
と
気
に
か
け
て

い
ま
し
た
が
、突
然
の
訪
問
に
感
慨
一入
で
す
。

　

ま
た
当
時
の
光
星
高
校
に
は
、

ア
メ
リ
カ（
コ
ロ
ラ
ド
州
）か
ら
、
シ

ド
ニ
ー
・
パ
ル
マ
ー
さ
ん
が
在
籍
し

て
お
り
、
異
文
化
を
体
験
す
る
留

学
生
と
光
星
高
校
の
生
徒
た
ち
と

の
交
流
は
、
新
鮮
で
良
い
機
会
だ
っ

た
と
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
シ
ド
ニ
ー
さ
ん
の
交
換

留
学
生
と
し
て
木
村
清
彦
君
が
１

年
間
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
る
な

ど
国
際
色
豊
か
で
し
た
。

　

そ
の
シ
ド
ニ
ー
・
パ
ル
マ
ー
さ
ん

か
ら
元
気
で
活
躍
し
て
い
る
状
況

の
メ
ー
ル
を
頂
い
た
の
で
、
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

折
し
も
光
星
高
校
は
1
9
8
6
年
制
服
が

一新
し
、
男
子
は
学
生
服
か
ら
ブ
レ
ザ
ー
に
、
ま

た
女
子
の
胸
に
も
お
揃
い
の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
つ
き
、

都
会
的
セ
ン
ス
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

明
君
が
入
学
し
た
の
は
、
1
9
9
0
年
４
月

で
日
本
語
も
た
ど
た
ど
し
か
っ
た
が
、
自
動
車

の
最
新
技
術
を
学
ぶ
た
め
、
専
門
用
語
を
中
日

辞
典
で
解
読
す
る
な
ど
、
一生
懸
命
学
び
卒
業

し
て
中
国
に
帰
国
し
ま
し
た
。出
身
は
中
国
の

天
津
で
し
た
が
、
お
父
さ
ん
の
仕
事
の
関
係
で

北
京
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。日
本
と
中
国
が
国

交
回
復
し
た
直
後
で
、明
君
以
外
に
中
国
か
ら

帰
化
し
た
家
族
の
子
供
が
入
学
し
た
時
で
あ

り
、
村
田
軍
夫
君
も
そ
の一人
で
し
た
。二
人
は

　

日
本
私
立
大
学
協
会
の
春
の
総
会
が
３
月

29
日
、東
京
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
の
で
、翌

日
帰
る
前
に
東
京
芸
術
大
学
の
北
郷
先
生
を

訪
ね
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
通
り
北
郷
先
生
に
は
、
60
周
年
記
念
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
制
作
を
お
願
い
し
て
い
る
関

係
で
、
制
作
の
進
捗
状
況
確
認
と
慰
問
を
兼

ね
て
の
訪
問
で
し
た
。上
野
駅
か
ら
上
野
公

園
を
横
切
っ
て
芸
大
ま
で
の
道
す
が
ら
、
上

野
公
園
は
陽
気
が
良
い
の
と
八
分
咲
き
の
桜

見
物
で
大
勢
の
人
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

北
郷
先
生
の
ア
ト
リ
エ
で
は
お
二
人
の
助

手
と
実
物
の
製
作
に
取
り
か
か
っ
て
お
り
、

粘
土
の
原
型
で
し
た
が
、
優
雅
さ
と
か
な
り

の
迫
力
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。制
作
は

順
調
で
９
月
に
は
完
成
し
、
展
覧
会
を
経
て

八
戸
に
運
ば
れ
る
予
定
と
の
こ
と
、
皆
様
に

も
お
伝
え
し
た
い
気
持
ち
に
駆
ら
れ
ま
し

た
。

　

60
周
年
式
典
は
、
11
月
12
日（
日
）に
八
戸

市
公
会
堂
に
お
い
て
開
催
が
決
ま
り
、
祝
賀

会
も
同
日
式
典
終
了
後
、
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

60
周
年
の
協
賛
会
長
泉
山
氏
は
年
度
末
に

多
く
の
企
業
を
訪
問
さ
れ
て
、
事
業
協
賛
基

金
の
お
願
い
に
歩
い
て
頂
き
ま
し
た
。現
段

階
で
本
当
に
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
ら

親
友
で
現
在
も
音
信
は
あ
る
そ
う
で
す
。

　

明
君
帰
国
後
、
二
年
続
け
て
北
京
の
明
君
の

お
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。最
初
が
前
山
廣
美

先
生
で
、
天
安
門
事
件
の
翌
年
に
は
私
が
訪
問

す
る
機
会
を
も
ち
ま
し
た
。い
ず
れ
も
、
日
中

友
好
青
少
年
団
の一員
と
し
て
で
し
た
。

　

北
京
は
中
国
の
首
都
で
す
が
、
日
本
で
言
え

ば
銀
座
の
真
ん
中
を
馬
車
が
走
っ
て
い
る
そ
ん

な
時
代
で
し
た
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
後
、
北
京
の

街
は
大
き
く
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

１年次の担任だった時苗裕司先生（中央）と光星高校生徒たち

中国からの短期研修生と対面する上代君（左手前 平成３年）

シドニー・パルマーさん

れ
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
泉
山
会
長
他
皆
様
の
ご
尽
力
に
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
度
が
代
わ
り
、
学
院
内
に
お
い
て
も
辞

令
交
付
式
で
お
願
い
し
た
と
お
り
、
記
念
事

業
に
向
け
て
各
部
署
が
活
動
的
に
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。４
月
に
は
、
式
典
、
祝
賀
会
の

担
当
者
が
集
ま
り
具
体
的
に
行
動
の
申
し
合

わ
せ
が
あ
り
、
式
運
営
と
と
も
に
式
典
祝
賀

会
の
事
務
的
な
作
業
に
着
手
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
８
日
に
開
催
予
定
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
に
つ
い
て
も
、
い
よ
い
よ
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
に
基
づ
い
て
練
習
が
始
ま
っ
た
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。そ
れ
に
北
郷
先
生
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
は
10
月
の
序
幕
に
向
け
て
順
調

に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
５
月
の
常
任
理
事
会
に
お
い

て
企
画
が
発
表
に
な
り
ま
し
た
が
、
８
月
26

日
（
土
）
に
美
保
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

野
外
パ
ー
テ
ィ
ー
も
企
画
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。地
域
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
に
い

る
本
学
院
の
卒
業
生
は
じ
め
教
職
員
の
ご
家

族
を
含
め
た
参
加
で
、
夏
の
ひ
と
と
き
を
賑

や
か
に
多
く
の
人
た
ち
が
再
会
し
て
旧
交
を

温
め
る
会
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。企

画
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
、近
々
、開
催
内
容
が

明
ら
か
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
60
年
を
祝
う
事
業
が

学
院
の
学
生
・
生
徒
・
園
児
と
教
職
員
の
力

で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し

く
、楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

60
周
年
記
念
事
業
＝
進
捗
報
告
＝
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八戸学院大学短期大学部（旧八戸短期大学）八戸学院大学短期大学部（旧八戸短期大学）

八戸学院大学短期大学部幼児保育学科棟（中央の校舎。平成27年12月竣工）八戸学院大学短期大学部幼児保育学科棟（中央の校舎。平成27年12月竣工）

樹齢40年満開の桜樹齢40年満開の桜

1973（昭和48）年の様子1973（昭和48）年の様子

HACHIGAKU
history

～八戸学院大学短期大学部～

　昭和46年に開学した八

戸短期大学（現：八戸学

院大学短期大学部）は、こ

れまで7,038名の卒業生が

巣立ち、社会で活躍してい

ます。開学直後に植えられ

た桜の木は立派に成長し、

毎年見事な花を咲かせて

います。




